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地域活動の推進・支援事業
１　地区社会福祉協議会への活動支援

地区社協活動支援

○運営・事業推進のための助成費（19地区、総額\4,378,000）
○地域福祉講座の助成費　　　　（@20,000×9地区）
○地区カルテ・地区アセスメントシートを作成した。
○地区担当制を実施し、総会･イベント･計画推進関連会議等に参加した。(延べ166回）

地区社協事務局長会議の開催（開催場所：ぱれっと旭）

１．地区社協関連への助成金について
２．地区社協役員研修について
３．情報交換会「地区社協の認知度に関するアンケート調査結果

について」旭南部地区社協より
１．神奈川県社会福祉大会・横浜市社会福祉大会における地区社協

の顕彰について
２．地区社協カルテについて
３．あさひふれあい助成金審査結果について
１．共同募金協力依頼について
２．第２回きらっとあさひ福祉大会について
３．地区役員研修会開催結果について
１．地区社協研修（市域）に伴う参加とりまとめについて
２．共同募金「街頭募金」ご協力へのお礼について
３．第２回きらっとあさひ福祉大会について
・情報交換会「年次総会の持ち方について」
１．第２回きらっとあさひ福祉大会について
２．市社協主催地区社協研修報告
・情報交換会「地区社協運営を担う人材確保について」

１．平成２５年度各種補助金・助成金について
２．平成２５年度賛助会費について
３．平成２５年度地区社会福祉協議会会議等計画（案）について
４．平成２５年度旭区チャリティゴルフ大会の開催について
５．平成２４年度地域福祉講座実施状況について
・情報交換会「地区社協の規約・会則について」

地区社協関係研修等の開催

役員研修
「地域活動者のための個人情報の取り扱いについて」

８月２２日（水） 市社協主催地域活動リーダー研修会

４３人

「やりがいを感じてもらえる！リーダーの知恵」

導入講演
　法政大学　法学部教授　名和田是彦氏
取り組み事例紹介・パネルディスカッション
　①井上禮子氏（仲手原マザーズクラブ代表・
　　　　　　横浜市社協福祉ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ市民活動部会部会長）
　②竹谷康生氏（栄区シニアクラブ連合会副会長）
　③中野しずよ氏（ＮＰＯワーカーズわくわく理事長）

7月17日（火）

５３人
ぱれっと旭 講師：田園調布学園大学　人間福祉学部教授　村井祐一氏

開催月日
内　　　　　　　　　容

7月17日（火）

1７人

8月23日（木）
１８人

１８人

12月20日（木）
１７人

３）

出席
 開催場所

平成2４年度 横浜市旭区社会福祉協議会事業報告書

 　　　内　　　　　　　容                出席

2月28日（木）

１８人

4月26日（木）

１７人

10月25日（木）

地区社協活動の推進を目的に、より具体的な研究協議および実務に関わる情報交換や連絡調整を
行った。（地区社協会長会議は分科会としてP19～２０に掲載）

開催月日

１）

地区社協活動の推進を目的に、各地区社協からの相談に応じて情報提供や助成金の交付等を行っ
た。

２）
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２）地区別支援チーム　新任者対象研修

３）地区別支援チーム　全員研修

事業の 区内１９地区社会福祉協議会の活
動の助成や実務者レベルの事務局
長会議の開催により、よりよい地
域活動を支援する。

事業の 実務者レベルの地区社協事務局長会議を継続的に
実施。また、情報交換会も併せて実施することに
より、ニーズの把握及び課題解決への一助となっ
た。

目　的 効　果

４５人
導入講演
　田園調布学園大学　人間福祉学部　社会福祉専攻　村井祐一教授
取り組み事例紹介・パネルディスカッション
　①菅田地区社会福祉協議会（神奈川区）
　②金沢東部地区社会福祉協議会（金沢区）

関内ホール

12月13日（木） 市社協主催地区社協研修　「未来につながる人づくり」
～組織を元気にするちょっとしたコツ　第２弾～

５）地域福祉保健計画　地域支援研修

６月１２日(火) ぱれっと旭

・情報交換【各地区別計画推進状況について】

・チーム別打合せ
・その他

出席
４）きらっとあさひ地区連絡会

・第２回きらっとあさひ地区連絡会について

旭区役所
大会議室

４３人

旭区役所
３号会議室 ・地区別支援チーム活動に参加するにあたって

出席

・グループワーク【各地区別計画推進状況について】
　　コーディネーター：山路　清貴　氏

・旭区地域福祉保健計画の推進体制、スケジュールについて

・その他

開催月日

・地区別支援チームの活動について
・支援チーム活動をして（インタビュー）５月２４日(木)

５月２９日(火)
５月３１日(木)

ぱれっと旭

内　　　　　　　　容

１０人

・その他

・区全域計画の推進について

・地域福祉保健計画とは
・地区別計画のイメージ
・社会福祉協議会とは／地域ケアプラザとは

出席

・市立保育所を活用した養育支援強化モデル事業について

・地区別計画の進捗状況について

２２人

　　コーディネーター：山路　清貴　氏
・第２回きらっとあさひ福祉大会について
・その他

３９人１１月７日(水)
旭公会堂

１・２号会議
室

・第１回きらっとあさひ地区連絡会について
・平成２４年度きらっとあさひ事業補助金について

開催場所

内　　　　　　　　容

・第２回きらっとあさひ福祉大会について
・子育て支援担当の業務について
・旭区緊急保育対策について

2　旭区地域福祉保健計画「きらっとあさひプラン」に基づく事業の推進
　第２期旭区地域福祉保健計画の事務局を旭区役所・地域ケアプラザと共同で担い、計画の進行
管理を行った。また「地区別支援チーム」の一員として、旭区役所・地域ケアプラザ職員ととも
に１９地区連合町内会エリア毎に策定した地区別計画の推進を支援した。

開催月日

５月１５日(火)

開催月日 開催場所

開催場所

５月１６日(水)

９月５日(水)
旭区役所

３号会議室

・旭区地域福祉保健推進会議について

内　　　　　　　　容

出席
１）旭区地域福祉保健推進会議

開催月日 開催場所 内　　　　　　　　容
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  (その他）チームリーダー連絡会４回、事務局会議１０回

 地区別計画推進会議への参加

（単位：人）

（単位：％）

月１回発行 200部
ボランティアニーズの紹介、ボランティア募集、講座の広報など

・講義及び演習～チームで支える個別支援⇔地域支援

７４人
　　講師：菊池　健志　氏
　　　　　（神奈川県社会福祉士会　実践ソーシャルワーク塾塾長）

・旭区地域福祉保健計画の推進に向けて
・その他

開催月日 開催場所 内　　　　　　　　容

 協　　力
旭かけはし、今宿地域ケアプラザ、万騎が原地域ケアプラザ、南希望が丘地
域ケアプラザ、ひかりが丘地域ケアプラザ

 内　　容 車椅子体験、高齢者擬似体験

期　　日
場　　所

平成24年7月21日(土)　10:00～12:00　　今宿地域ケアプラザ
平成24年9月28日(金)１0:00～12:00　　万騎が原地域ケアプラザ
平成24年11月17日(土)10:00～12:00　　南希望が丘地域ケアプラザ
平成25年2月16日(土)10:00～12:00　　ひかりが丘地域ケアプラザ

 講座後の動き 講座参加者に対し、今後の講座やボランティア募集について案内をしていく

 参加状況 受講者数　延べ65人

 目　　的 体験を通じて、ボランティア活動に触れる機会を作ることを目的とする。

 結　　果

ボランティア活動の導入として来所者に受講を促すことで登録や活動につな
がっている。24年度は地域ケアプラザを会場として行い、参加者数が増え
た。
来年度以降も引き続き行いつつ、参加者をボランティア活動につなげていき
たい。

○ボランティアミニ講座（手話編）

 目　　的 体験を通じて、ボランティア活動に触れる機会を作ることを目的とする。

部数発行

単発

92

内容

２）各種講座・研修会の開催

78

○旭区ボランティア情報の発行

2２年度 23年度 24年度

62.8

 ○ボランティアミニ講座（高齢者疑似体験・車いす編）

95.9 90.1 95.3

継続

○ニーズ対応率

162 168 176

○ボランティアグループ登録状況 （単位：団体）
22年度 23年度 24年度

合計 108 111 126

女 74 62 76

男 34 49 50

○個人ボランティア新規登録状況
2２年度 23年度 2４年度

　○ボランティア依頼状況 （単位：件数・人）

324

合　　  　   　 計 282 318 406

定期ニード 35 82

依　　頼　　内　　容
依頼件数

2２年度 23年度 24年度

単発ニード 247 236

82

１）ボランティアコーディネート業務の推進

出席

１１月１６日
(金)

鶴ヶ峰地区連
合町内会館

ボランティア活動の推進・支援事業
１　ボランティアセンターの事業推進
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（単位：件）
車いす ｱｲﾏｽｸ 白杖

 講座後の動き
講座修了後､主催である「旭ふれあいコール」の活動に関心を持ち、活動日
や見学についても質問されている方も多くいて、今後担い手につながりそう
であった。

疑似体験ｾｯﾄ点字器 布おもちゃ 合計

 結　　果
事例をもちいたローリングプレイが活発に行われるなど、参加者の意欲が感
じられた。

 3）備品貸出

 講　　師 NPO法人　心を聴くネットワーク副理事長　潮田健治　氏

 参加状況 受講者数　28人

 場　　所 ぱれっと旭　多目的研修室

 内　　容
言葉の背景にある「気持ち」を聴くにはどうしたら良いかを考え、コミュニ
ケーションのとり方、傾聴の基本的技法を学んだ

 講　　師 東京ボランティア・市民活動支援センター　相談員　八木亜紀子氏

 参加状況 受講者数　延べ１７人（１６施設）

 目　　的 ボランティアの啓発や育成

ボランティアセンターと区内施設との顔つなぎの機会となり、今後の効果的
なコーディネートの一助となった。

 結　　果

○「心を聴く」ための研修会　　旭ふれあいコール主催　　旭区社会福祉協議会共催

 期　　日 平成25年3月12日（火）13：30～16：00

 目　　的
ボランティアコーディネートの基本的な流れを生日、区内施設との情報交換
の場とする

今年度初めて開催した講座であったが、施設間での情報交換が有意義で、施
設に持ち帰りさっそく体制を整えたいとの意見が多く聞かれた。

 講座後の動き

 期　　日 平成24年10月9日（火）　14時～17時

 場　　所 ぱれっと旭多目的研修室

 内　　容
講義「施設もボランティアも安心して活動するためのヒント　ボランティ
ア・コーディネート８つのステップ」、グループ討議、発表

 講座後の動き
講座修了後､ボランティア登録を勧めた。また、ボランティアに関する様々
な情報提供を行った。

 結　　果
毎回宿題が出される中、熱心に口座に取り組む受講者の姿が見受けられ、視
覚障害、点字点訳への理解へとつながった。

○施設担当者向けボランティア受入講座

 参加状況 受講者数　延べ56人

 期　　日
平成24年10月11日（木）・18日（木）・25日（木）・11月8日
（木）・15日（木）・22日（木）・29日（木）・12月6日（木）・13
日（木）・20日（木）　＜全10回＞

 場　　所

 講　　師
後藤　光江氏（神奈川県視覚障害援助赤十字奉仕団点訳部会）
内藤　紀代氏（神奈川県視覚障害援助赤十字奉仕団点訳部会）

 協　　力 旭区点訳ボランティア「てんとうむし」

旭区福祉保健活動拠点（ぱれっと旭）

平成24年7月27日（金）

○点訳ボランティア養成講座

 目　　的
点訳ボランティアが不足している現状を踏まえ、活動者を養成することを目
的とする。

受講者数11人

 講座後の動き 講座修了後､ボランティアに関する様々な情報提供を行った。

 内　　容 手話体験
 協　　力 手話サークル「Ｆ」

 内　　容 点訳に関する講義及び演習

 参加状況

 結　　果
講座修了後、サークルFへ見学もしくは入会を3名が希望し、担い手拡充へ
つながった。

 場　　所 旭区福祉保健活動拠点（ぱれっと旭）

 目　　的 体験を通じて、ボランティア活動に触れる機会を作ることを目的とする。

 期　　日
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３　災害時のバリアフリー化の推進  

１）「旭区災害ボランティア連絡会」の運営支援

主な内容  ○社協の役割に関する講演の実施。

研　　修

事前：7月15日（日）ぱれっと旭多目的研修室　参加者　中学２・３年生　17人
内容：①オリエンテーション②各体験分野について講義
事後：8月18日（土）ぱれっと旭多目的研修室　参加者　中学２・３年生　14人
内容：①グループワーク「夏休みの体験」体験発表②修了書交付

２）福祉教育相談状況

相談件数  区内小学校 ７件・中学校 ２件・高等学校 ４件・その他 1件

１）福祉施設夏期体験学習

アイメイトあさひ・旭かけはし・旭区聴力障害者福祉協会・旭区視覚障害者福祉協
会・偕恵園・左近山地域ケアプラザ・手話サークルF・瀬谷養護学校・てんとうむし
トヨタハートフルプラザ横浜・ハートランゲージ・福祉農園　岡村道夫氏・双葉会支
援グループ・南希望が丘地域ケアプラザ・横浜ラポール

１）各機関のボランティア受入・福祉教育事業の予定（報告）
２）学校・施設の連携方法について（意見交換）

災害時のボランティアコーディネートを円滑に行うための啓発・人材育成・関係団体とのネット

学校からの講演依頼や、福祉教育事業の協力は、ボラン
ティアグループや関係機関の協力によりスムーズに調整
することができた。しかし、講師の体調不良により、当
日キャンセルもあり、そのための対応策は用意しておく
ことが必要と感じた。
夏休みを利用した中学生の施設体験学習は、高校進学の
ための内申点としてボランティア活動が対象外となった
らしく、応募人数が少ない状況にあった。そのため、来
年度より日程や対象、募集方法について再検討する必要
がある。

事業の
目　的

「福祉教育推進隊」とともに福
祉教育について各関係機関と連
絡調整をすすめる。

 開 催 月 日  開 催 場 所 内　　　　　　　　　　　　　　容

※ その他、電話や窓口における多様なボランティア相談に各担当より対応した。

３）旭西部エリア福祉教育連絡会

事業の
効　果

５月１１日
（金）

川井地域
ケアプラザ

参加者：18団体21名

講師・協力

 ○車いす体験、ならびに車椅子ユーザーの講師の派遣等に関する調整の実施。

実施状況  受け入れ施設 １４施設、参加者　区内中学校 ６校　２･３年生 ２０人

 ○高齢者疑似体験、視覚障害者誘導体験など、種々の体験授業の実施。

 ○視覚障害のある方への講演開催にあたり、講師派遣等の調整実施。

 ○職業について考える～福祉施設で働く人の話～

潜在する地域の活動者に対して、啓発的な事業を展
開することができた。障害等、ニーズの多い活動に
対して対応できる素地をさらに広めることが必要と
思われる。

 ○障害者理解、発達障害児の体験的理解

目　　的
 次世代の「福祉の担い手」である中学生が福祉現場での体験を通し、基礎的な福祉
への理解を習得することにより福祉のまちづくりの一助とする。

実施期間 平成2４年7月２３日（月）～8月１０日（金）

 旭区内の社会福祉施設での体験実習 １コース　５日間 （各施設で計画されるプログ
ラムに沿って活動）

 ○手話講座の開催にあたり、講師派遣調整の実施。

15823年度

内　　容

２　福祉教育の推進

77 14 13
46

7
22年度 63 7 3 153

事業の
目　的

ボランティア活動の活性化と、
より多様化するニーズに対応す
る活動の推進

事業の
効果

20
286

8 29 32
27

24年度 61 6 14 150
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ワーク構築を担う組織「旭区災害ボランティア連絡会」に事務局として関わり、旭区役所と協働で
運営を支援した。
＜総会＞
開催月日
開催場所 ぱれっと旭多目的研修室 参加者 ５０人
内　    容

ほか役員会　　１０回 勉強会　　３回

＜災害ボランティアコーディネーター養成講座＞ 対象：連絡会会員・関心のある区民

開催月日

開催場所 ぱれっと旭　 参 加 者 参加者53人、修了者４４人

内　    容

＜研修会＞

開催月日

開催場所 旭公会堂 １３９人

内　    容

＜シミュレーション内部訓練＞

開催月日

開催場所 ぱれっと旭　

内　    容

＜第４回　旭区災害ボランティアシミュレーション＞ 対象：連絡会会員・関心のある区民
開催月日
開催場所 ぱれっと旭ほか　 ７施設

（うちコーディネーター役３０人・ボランティア役１４人）
内　    容

２）会員向け救命救急講習会の実施
開催月日
開催場所 ぱれっと旭 参加者 延べ６６人
内　　容

会員４０人

対象：連絡会会員及び関心のある市民

１月２６日開催の災害ボランティアシミュレーション実施に向けて、連絡会会員が
コーディネーター役・ボランティア役に分かれて災害ボランティアセンター立ち上げ
および災害ボランティアコーディネートの訓練を実施した。通信途絶を想定し、アマ
チュア無線、デジタル防災無線による情報受発信訓練も実施した。

協力施設

講演「いつかあなたも災害弱者！　支え合う血縁・知縁・地縁　」

役員改選について

【第２部　研修会】
「横浜におこりうる大災害にどう立ち向かうか？Part２」

平日コース：平成２４年９月１０日（月）・２４日（月）

参 加 者 ５５人

土曜コース：平成２４年１１月１０日（土）・２４日（土）

※受講者のうち、２８人が新会員として登録した。

講師　かながわ女性防災事務局長　大尾　美登里　氏

対象：連絡会会員

平成２４年度活動計画（案）・予算案について

平成２４年６月１７日（日）

【第１部　総会】
平成２３年度活動報告・決算報告・監査報告について

本会会員（施設・地域作業所等職員、およびボランティア）を対象に、災害時の区民
の救命率向上を目的として、心肺蘇生法・異物除去・止血など応急手当の講習会を実
施した。（旭消防署・日赤旭区地区委員会との共催）

平成２４年９月２５日（火）・平成２５年３月２６日（火）

災害時のボランティア活動および災害ボランティアコーディネートについての理解を

深めるため、会員および一般区民を対象とした講座を開催した。

平成２４年１１月２４日（土）

参 加 者

平成２４年１２月１０日（月）

参 加 者

連絡会会員と地域防災拠点関係者・一般区民を対象に、大災害を想定した災害ボラン
ティアセンター立ち上げおよび災害ボランティアコーディネート（ボランティア受
付・活動紹介・送り出し・フォロー）の訓練を実施し、災害ボランティア活動への理
解を深めた。通信途絶を想定し、アマチュア無線、デジタル防災無線による情報受発
信訓練も実施した。

平成２５年１月２６日（土）
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C

D

＜あさひふれあい助成金委員会＞  （開催場所：ぱれっと旭）

　　  　　　　議　　　　　　　　　　　題

６月11日 (月) 第１回あさひふれあい助成金委員会
１．あさひふれあい助成金の審査について
２．平成２４年度申請団体について

１１月１３日(火) 第２回あさひふれあい助成金委員会　
１．あさひふれあい助成金の検討課題について
２．その他
　　平成２２・２３・２４年度新規申込み団体へのヒアリング
　　の実施について

11月２８日(水) 第３回あさひふれあい助成金委員会
１．平成２４年度年末たすけあい募金配分案について
２．今後の予定について

２月８日（金） 第４回あさひふれあい助成金委員会　
１．平成２５年度あさひふれあい助成金変更点について
２．平成２５年度あさひふれあい助成金予算（案）について　　　
３．平成２５年度旭区地域福祉活動団体助成（案）について　
４．平成２５年度地区社会福祉協議会活動費助成金（案）について

○平成22・23・24年度新規申込み団体等へのヒアリング
状況について

目　的

B

①障害者当事者活動

3,773,000

730,000

２団体 60,000

1３団体

6．その他 

地域の福祉・保健に関する様々な課
題を協働して解決していくための活
動に、資金面から助成を行った。

８人

７人

主に旭区内で行われる非営利な、地域福祉推進事業や障害福祉推進事業を支援するための助成金制
度の円滑な運営と適正な執行のために、平成2４年度申込団体の審査、平成25年度以降の制度の検
討を行った。

５．平成２５年度あさひふれあい助成金てびき・様式（案）について

出席

8人

３人

各種助成事業
１　あさひふれあい助成金

区社協での助成金制度とよこはまふれあい助成金を統合し、主に旭区内で行われる非営利な、地域
福祉推進事業や障害福祉推進事業の支援を行う。公募により申請を受付け、助成金委員会で配分を
決定した。

　〈公募団体〉 （単位：円）

5６団体

４団体 230,000

14団体 2,520,000

A

①区民参加による地域福祉推進事業

③区民参加による地域福祉推進事業

④区民参加による地域福祉推進事業

②区民参加による地域福祉推進事業

２団体

合　　計

４団体 185,000

福祉のまちづくり活動 ３１団体 1,436,000

５団体 250,000

②障害者当事者活動

④障害者当事者活動

③障害者当事者活動

１団体 100,000

200,000

13２団体

○平成２５年度あさひふれあい助成金　説明会日程について

その他審査会で必要と認めるもの

事業の 事業の

開催月日

9,484,000

効　果

各団体・グループとも活動の促進を図ることができ
た。
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１　福祉啓発事業の推進
１）広報紙「あさひいきいき宣言（旭区社協だより）」の発行 

○年３回発行｛７月（第80号）・１１月（第81号）３月（第82号）｝ 各94,000部　全世帯配布
○第80号の特集：地域でいきいきと！ただいまボランティア活動中
○第81号の特集：学齢障がい児余暇支援事業
○第82号の特集：趣味や特技を生かして、ボランティアしませんか？

＜広報委員会＞  （開催場所：ぱれっと旭）
　　  　　　　議　　　　　　　　　　　題

４月９日 (月) 第１回広報委員会
１．今年度の予定について
２．あさひいきいき宣言８０号について
　　・記事の特集、テーマについて
３．今後の予定について

６月26日(火) 第２回広報委員会
１．あさひいきいき宣言８０号について
　　・記事とレイアウトの最終確認
２．あさひいきいき宣言８１号について
　　・記事の特集、テーマについて
３．今後の予定について

あさひいきいき宣言（旭区社協だより）第８０号発行

７月23日(月) 第3回広報委員会
１．あさひいきいき宣言８１号について
　　・特集記事、テーマの決定
２．今後の予定について

10月４日(木) 第４回広報委員会
１．あさひいきいき宣言８１号について
　　・記事とレイアウトの最終確認
　　・特集タイトルの決定
２．あさひいきいき宣言８２号について
　　・記事の特集、テーマについて
３．今後の予定について

11月１日(木) あさひいきいき宣言（旭区社協だより）第８１号発行

11月12日(月) 第５回広報委員会
１．あさひいきいき宣言８２号について
　　・記事の特集、テーマについて
　　・取材先について
２．今後の予定について

１月25日(金) 第６回広報委員会
１．あさひいきいき宣言８２号について
　　・記事とレイアウトの最終確認
２，その他

3月1日（金） あさひいきいき宣言（旭区社協だより）第８２号発行

２）第23回旭ふれあい区民まつりへの参加

旭区役所周辺（鎧の渡し緑道、駐車場等）
１．福祉ふれあいバザー出店者会議(9月１９日開催)
２．福祉ふれあいバザー：8団体の模擬店出店
３．福祉体験コーナー：4団体参加協力（手話・車椅子・高齢者擬似体験・誘導体験）

４．心のバリアフリーカレンダーの販売

広報啓発事業

７月15日(日)

9人

10人

10人

開催月日

開  催 月 日
開 催 場 所
内　　　容

 平成２４年１０月21日（日）

９人

10人

８人

出席
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３）地域福祉活動情報ネットワーク事業　
  事　　　業      備　考

旭区社協
ホームページ
更新作業

 （閲覧実績については http://www.palletasahi.jp/cgi-bin/pcnt/pcview.cgi を参照）

４）区社協リーフレットの発行・配布
本会リーフレットを各種関係会議・事業の場で配布し、事業内容のPRにつとめた。

２　第2回きらっとあさひ福祉大会の開催  

開催月日 平成２５年２月２２日（金）
開催場所 旭公会堂　　講堂 参加者 ５４４人
内　   容 【表彰式典】

社会福祉功労の顕彰並びに受賞団体の活動紹介
（地域福祉功労　１８件、寄付金品功労　１８件、特別功労　２件）

【第２期旭区地域福祉保健計画発表】
テーマ「支えあうまちを目指して」
（笹野台地区、市沢地区、希望が丘南地区、希望が丘東地区）

＜実行委員会＞
　　  　　　　議　　　　　　　　　　　題

１．正副実行委員長の選任について
２．大会概要について
３．表彰について
４．紙面発表・ロビー等展示について
５．当日の役割分担について
６．今後のスケジュールについて

＜事前打合せ会＞
　　  　　　　議　　　　　　　　　　　題

２．当日の役割分担について
３．当日の流れについて
４．役割ごとの顔合わせ

＜反省会＞
　　  　　　　議　　　　　　　　　　　題

２．アンケート結果について
３．意見交換

３月１２日（火） １．第２回きらっとあさひ福祉大会実施内容まとめ
２１人

事業の
効　果

来場者に多くの地域福祉活動の取り組みを知っていただく機会となった。

ほか、ロビーでの地域福祉活動団体ブース設置、冊子への活動内容掲載を実施した。

 開 催 月 日 出席

 開 催 月 日 

４地区発表

２月５日（火） １．第２回きらっとあさひ福祉大会概要について

６人

出席

　地域ですすめられている福祉保健活動を知っていただくとともに、地域の方々への福祉への関
心を高め、またグループ相互の情報交換と福祉啓発の機会とすることを目的として実施した。

14,629
更新回数 47 48 48

アクセス件数 19,132 25,406

事業の 福祉の啓発と旭区社協の活動をより多く
の地域の方々に知っていただき、地域福
祉の推進の一歩とする。

事業の 区民まつり等において配布することで、区
民等への福祉啓発の機会となり、事業内容
の周知につながった

目　的 効　果

22年度 23年度 2４年度
(単位：件数･回)

原則毎月４回の更新 ぱれっと旭
ホームページの各種ページ
の更新

実施・協力
PCどりーむ

実施場所     　　 内　　　　容 実　施　日

１１月２７日（火）

３１人

 開 催 月 日 出席
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＜実行委員会＞
　　  　　　　　議　　　　　　　題
１．参加状況、内容の確認について
２．役割分担および今後の予定について
１．各コーナーの内容について
２．前日および当日の確認事項について
１．アンケート集計報告
２．今後の方向性について

2）　旭区地域自立支援協議会への参加

  (活動内容）全体回３回、作業部会7回、事務局会議12回

旭区地域生活支援フォーラム、合同研修会、進路連絡会の開催

3）　障害者週間キャンペーンの実施

第２回
９月１３日

(木)
①心のバリアフリーカレンダー作成について

　区内小学校に絵の募集をし､心のバリアフリーカレンダーを2,000部作成。
　各小学校･自治会･町内会、公共機関に配布し､啓発活動を実施した｡

事業の
目　的

障害のある方へのバリアフリーについ
て検討し住み良い旭区をめざして、意
識作りを進める。

７人

第１回
７月２５日

(水)
①２０１３年心のバリアフリーカレンダー作成について
②心のバリアフリーの絵作品展の開催について

8人

回 　数

4）　あさひバリアフリー検討会の実施

　①検討委員会（開催場所：ぱれっと旭）

　②心のバリアフリーカレンダー作成

 開 催 日 検　　　討　　　内　　　容

「心のバリアフリー」カレンダーを作成し､小
学校や地域に啓発活動を行った。

　③心のバリアフリーの絵作品展の実施
カレンダー作成の際に区内小学校からご応募いただいたバリアフリーの絵の展示会を開催。
【全65作品展示】    12/22(土)～1/14(月)　 9時～17時、　ぱれっと旭
【入選31作品展示】 12/26(月)～1/6(金)　   9時～17時、　旭区役所

事業の
効　果

出席

効　果

事業の

１0人

   障害のある方への相談支援の体制を検討するための旭区地域自立支援協議会に参画、区内関係機関の
参加による全体会および各部会に参加し相談課題や具体の取り組み策の検討を行うとともに、相互の連
携を強めた。

各種作業部会への参加

７月２５日（水）

各専門部会の活動を通して、区域内の課題の共
有に努めた。関係機関の連携を深める各種事業
（フォーラム・研修会など）を開催した。作業
所連絡会では、地域作業所等の活動内容を知り
障害の理解を深めるイベント「ぱれぱれフェス
タ」を連携して継続実施。

事業の 旭区地域自立支援協議会は、区内の障
害児・者の生活支援のために関係機関
と連携し、顔の見える関係づくりを基
盤に、誰でも、いつでも開催できる個
別ケア会議の仕組みをつくることをね
らいとする。

目　的

  内　容：作業所紹介パネル展示・製品販売・喫茶ｺｰﾅｰ・ｱﾄﾗｸｼｮﾝ（マジックショー、手話ダンスほか）

６月２６日(火)
10人

４月１２日(木)
１1人

 開 催 月 日 出席

  目   的：区民に区内地域作業所等の内容や障害についての理解を深めていただく｡

1）　ぱれぱれフェスタの実施

１　区内施設・作業所や障害者団体等の活動への支援

在宅福祉推進事業

　旭区地域自立支援協議会主催の旭区地域生活支援フォーラム(12/1)の際に、来場者に向けて啓発の
ためのクリアファイルを配布した。

  平成２4年7月5日（木）～７月7日（土）　　　入場者数：791人

10



２）精神障害者地域交流促進事業

 参加状況 受講者数　①延べ４５人　　　②延べ61人

 結　　果
講座参加者よりもっと具体的な事例を学びたかったとの声があり、今後の活
動の場の提供をするとともに、ﾌｫﾛｰｱｯﾌﾟ講座の必要性を感じた。

出席開催月日

 講　　師

 場　　所
①若葉台地域ケアプラザ　他
②ぱれっと旭多目的研修室　他

 内　　容 精神科医による講演、旭区の現状、当事者等からの話、活動場所見学等

林間メンタルクリニック　河野正明氏
旭福祉保健センター　大滝浩永氏　他

３　高齢者が安心できる暮らしをめざした支援
１）食事サービス活動支援事業

　食事サービスグループ活動の充実を目的として連絡会運営の支援をした。

事業の
目　的

障がい児の余暇支援
及びその家族へのサ
ポートを目的とす
る。

事業の
効　果

実行委員会方式で事業実施することで、参加団体・関係機関との顔の
見える関係が構築された。プログラム内容は概ね好評だったが、２日
間コースと１日コースの割合等については、引き続き検討が必要であ
る。

開催場所 内　　　　　　　　容

障害児参加数
ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ参加数

2．次期区社協評議員、各種委員候補者の推薦について

２．平成24年度連絡会研修会について
３．グループでの情報交換会

5．グループでの情報交換会

4．平成25年度あさひふれあい助成金について

3．検便（消化器系細菌培養検査）の終了に向けてぱれっと旭

６月21日（木） ぱれっと旭

１．第2回きらっとあさひ福祉大会実行委員について

30団体

４．平成23年度連絡会研修会について

２月18日（月）

1．次期連絡会会長・副会長の選任について

22団体

①平成24年11月19日(月)～平成25年1月22日(火）　全6回
②平成25年2月28日(木)～3月21日(木)　全6回

延べ７９人（実数５６人）
延べ８７人（実数５８人）

内容

夏休みを利用し、障がいのある子どもたちとボランティアとの交流を図った。
Ａコース：南希望が丘地域ケアプラザでの調理・室内遊び
　　　　　三菱みなとみらい技術館への外出
Ｂコース：川井地域ケアプラザでの調理・室内遊び
　　　　　電車とバスの博物館への外出
Ｃコース：今宿西地域ケアプラザでの調理・室内遊び
Ｄコース：瀬谷養護学校プールでのプール遊び
Ｅコース：新江ノ島水族館への外出
Ｆコース：旭プールでのプール遊び

 目　　的
精神障害者のより身近なエリアでの居場所・相談場所として、区内各地域ケ
アプラザ内に設置をすすめている「居場所」の立ち上げおよび運営にかかわ
るボランティアを育成する

１）　在宅障害児サポート事業

開催日

区内地域ケアプラザ・障害児者関係機関（地域活動ホーム・特別支援学校）・訓練会・ボランティア団体・
民児協等で構成する「旭区学齢障害児余暇支援事業実行委員会」の一員として事務局を担い、ボランティア
の協力を得て夏休みの余暇支援事業「かりぁーず」を実施した。

２　障害児者が安心できる暮らしをめざした支援

Ａコース：平成２４年７月２６日（木）、８月２日（木）　※全2日間
Ｂコース：平成２４年８月１日（水）、８月８日（水）  　※全2日間
Ｃコース：平成２４年７月２７日（金）
Ｄコース：平成２４年７月３０日（月）
Ｅコース：平成２４年８月９日（木）
Ｆコース：平成２４年８月２２日（水）

 期　　日
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２）地域での支えあい活動の支援

1月31日（木） ぱれっと旭

ビューティアップセミナー・交流会
母親に視点をあて、仕事や家事等で疲れた
心身をリフレッシュすることを目的にメイ
クアップ及びスキンケアの講座を企画し
た。また、普段関わることのない会員同士
の情報交換の場として、交流会を実施し
た。

個別説明※ 21

検討を行った。

区や地域ケアプラザ等と協働して、地域での支えあい活動の支援を行った。

６　子育てサポートシステム事業の実施

24年度

1820

 2）子育てサロンとの連携
             事務局発行の「旭子育てサポート通信」夏号及び冬号において区内の子育てサロンを

出　席

１4名

118 97

 １）入会説明会　１２回

５　地域ぐるみで子育て支援
 1）子育て支援連絡会
         ○定例会　年２回参加  　旭区役所新館大会議室　他

 ３）地区リーダー交流会（旭・保土ケ谷・泉・瀬谷の４区合同）
    　  ○隔月第２火曜日実施
         ○内　容　実施状況・各区の状況を情報交換・システム改善について意見交換

※個別説明を随時区社協事務所で行った。

 ２）会員交流会

開催月日 開催場所 内　　容

  合  計 148 138 126
0 11

（単位：人）

22年度 23年度
入会説明会 123

出張説明会 4

合　計 1,841 2,066 1,973

　　　　紹介し、取材とともに情報交換を行った。

事業の
目　的

在宅生活で一人で出かけることが
難しい障害者・高齢者の外出を支
援する。

事業の
効　果

周知が進んできたためか、高齢者や精神障害者の
新規の利用登録者数が大幅に増加した。

障害者等 601 679 730

高齢・難病患者等 1240 1387 1243

24年度

３）年度別送迎利用状況 （単位：件）

対象者　　　　　　　　　年度 22年度 23年度 24年度

40 14 54

登録者数 331 385 310
年　　度 22年度 23年度

２）送迎サービス利用者登録状況 （単位：人）

４　「おでかけ支援事業」（送迎サービス事業）の推進

１）ボランティア登録状況 （単位：人）

運転ボランティア 同乗ボランティア   合　　計

登録者数

「旭区認知症をみんなで支えるまちづくり検討会」に参加し、認知症のＰＲや事業化に向けた
３）旭区徘徊高齢者ＳＯＳネットワーク事業の推進
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１　旭区社協あんしんセンターの運営 

◎PＲ活動・講演会
10月11日(木)「地域で暮らす高齢者の権利擁護」横浜シニア大学　

◎成年後見サポートネットへの参加
8月6日(月)  　 事例検討
11月9日(金)　 事例検討
3月13日(水)       事例検討

◎関係機関との連携

【成年後見制度講演会】

３４人

11月16日
(金)

(火)

12月12日

共催：南希望が丘・万騎が原地域ケアプラザ

地域ケアプラザ

共催：今宿地域ケアプラザ
上白根

59 提供会員

373

（単位：人）

7766

307

 ４）登録状況

地域の中に子どもの預け預かる
システムを進め、子育てのサ
ポートの体制を作る。

1,083 1,374 1,586

   平成24年度：中学校卒業・高等学校卒業各１人（＠50,000×２）

制度全般について、実際に後見人になった後の業務ほか

講師：千木良正氏（弁護士・社会福祉士）

開催月日 開催場所

制度全般について、実際に後見人になった後の業務ほか

内容

共催：上白根・ひかりが丘・今宿西地域ケアプラザ
（水）

講師：延命政之氏（弁護士）

７　交通遺児勉学奨励金の支給

事業の
目　的

24年度
援助活動状況

 利用会員 222 253 262

   平成23年度：該当者なし

23年度

   平成22年度：小学校入学1人（@50,000×１）

事業の
効　果

子どもを預けたいとの要望の増加に対応し、預か
る方の登録の促進を心がけた結果、提供会員及び
両方会員が増加した。また、保育園や小学校の送
迎など定期的な依頼も以前多い。

2２年度

29 34

（単位：件）

  合  計 348
26

 ５）援助活動状況

 両方会員

2２年度 23年度 24年度

   ご自身で、金銭や財産関係書類等の管理が不安な高齢者や障害のある方々のために生活や金銭管理等の相談に
応じ、契約に基づいたサービスの提供を進めた。この事業のＰＲを進めるとともに困難ケースについて、各関係
機関と連携を進めた。

（単位：件数・人）

各種相談事業

21

22年度 23年度 24年度
 初回相談件数 66 60 54

25

 活     動     件     数

32
預かりｻｰﾋﾞｽ件数 8 5 5

ｻｰﾋﾞｽ
定期訪問・金銭管理ｻｰﾋﾞｽ件数 26

出席
9月25日

区民を対象に成年後見制度についての周知と啓発を行った。

32
 新  規  利  用  者  数 8 4 17
 利　用　者　総　数 26

1,258 1,261

今宿
地域ケアプラザ

制度全般について、実際に後見人になった後の業務ほか

講師：延命政之氏（弁護士）

2,296

旭区内関係機関との連携を深めるため、原則毎月1回の旭区内地域ケアプラザ地域包括支援センター社会
福祉士分科会への参加や地域包括支援センター連絡会へ出席し、社協の取り組みについて説明した。ま
た、各種講演会・研修会を共催で開催した。

２９人

４７人
南希望が丘

地域ケアプラザ
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1月23日（水）「介護ストレスと虐待予防（在宅での虐待予防）」会場：川井地域ケアプラザ
講師：ささ社会福祉士事務所　佐々美弥子氏

円
円
円

1件－

貸付件数

○平成22年度： 計8件 100,000

貸付決定額

０件

－

計3件
○平成24年度：

４件相談件数

－ ０件

２2年度 ２３年度

貸付決定額 600,000円

0円

　２）災害見舞金の交付
    　  区内在住で火災等の罹災者に見舞金を交付した。

○平成23年度：

0円

40,000

     　ほか、借受者世帯に向け民生委員と連携した世帯状況把握調査を実施した。

計７件

1,000,000円 －

０件 ８件

120,000

２4年度

相談件数 ２件 ３７件 －

－

  　○生活復興支援資金（平成２３年７月新設）

貸付件数

貸付決定額 ０円

600,000円 200,000円

  　○緊急小口資金特例措置（平成２４年３月３１日まで）
２２年度 ２３年度 ２4年度

貸付件数 ６件 6件 2件

相談件数 ２２件 ５件 36件

  　○臨時特例つなぎ資金貸付事業（平成２１年１０月新設）
２２年度 ２３年度 ２4年度

貸付決定額 19,004,000円 6,373,496円 3,021,256円

貸付件数 ４２件 １８件 8件

相談件数 32,332,182円 ７６件 132件

  　○総合支援資金貸付事業（平成２１年１０月新設）
２２年度 ２３年度 ２4年度

貸付決定額 ０円 ０円 ０円

貸付件数 ０件 ０件 ０件

相談件数 １３件 １６件（６件） 46件（31件）

　  ○不動産担保型生活資金　※うち（　）内は要保護世帯向け不動産担保型生活資金
２２年度 ２3年度 ２4年度

貸付決定額 14,274,000円
(1,580,000円)

12,746,000円
(66,000円)

14,229,000円
(375,000円)

貸付件数 44件（17件） 31件（7件） 52件（4 件）

相談件数 ５７３件 1,046件 1473件

２２年度 ２3年度

　１）貸付事業の推進

２4年度

  　○生活福祉資金・教育支援資金貸付事業　※うち（　）内は緊急小口資金

２　低所得者・罹災者等への支援事業

【地域包括支援センター連絡会主催・職員研修会】

事業の 日常的な金銭管理などが困難な
高齢者、障害者を対象に金銭管
理などのサービスを行う。

事業の 成年後見制度やあんしんセンター事業に対する相談
が増えており、権利擁護事業に対する地域住民の関
心の高まりがうかがえる。
地域包括支援センターの関係会議に積極的に参加す
るほか新たに成年後見制度講演会を共催で実施した
ことで、関係機関との関係強化がはかれた。

目　的 効　果
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平成25年1月21日（月）、障害のある方の移動に関する情報を一元化し提供する

「移動情報センターあさひ」を開設。移動支援を実施している事業所へのヒヤリングや

電話・来所による相談対応を行った。

＜相談件数＞　合計３８件

＜移動情報センターあさひ推進会議の開催  （開催場所：ぱれっと旭）＞
回数

１．開設までのスケジュールについて
２．パンフレットの作成について
３．事業所ヒヤリングについて
１．開設準備について
２．移動支援施策について
１．相談対応の状況について
２．事業所情報の収集について
３．横浜市ガイドヘルプ事業及びガイドボランティア事業について

＜事業所懇談会＞
障害のある方の移動支援を行っている事業所（訪問介護事業所等）間での情報交換を目的として
実施した。

１．移動情報センター運営事業について
２．開設後の対応状況について
３．今後の連携について

　　
　

精神 重心・重複 その他

３　移動情報センターあさひの運営

9

0

3

3

0

0

1

９人

合計

7

0

9

16

身体

7

3

2

3

1

10月29日（月）

12月17日（月）

2月26日（火）

3月14日(木)

２３年度 ２4年度

日　時 議　　　　　　　　　　　題

児童（18歳未満）

成人（18歳以上）

 ○旭区から運営管理委託を受け、運営している。
なお、１８年度から横浜市の指定管理者となった。

出席

12人

知的

 ○利用状況

13人

1

利用件数 2,723 2,339 2,374

 ○利用団体懇談会の開催
　利用団体懇談会を開催し、利用方法の周知を図るとともに、ご利用者の要望を聞くことができた。ま
た、各団体の自己紹介と情報交換を行い、活動の幅を広げていけるような時間を設けた。

目　的

 　　　　開催期日：2月2７日（水）　　　　２3団体参加

 ○“ご利用の手引き”の作成・配布
           平成２5年度版を作成し、利用団体懇談会の際、利用団体に配布し周知を行った。

利用登録団体
数

149 144 151

事業の 区内で自主的に福祉保健の活動を行っ
ている団体等に活動を行う場を提供す
ることにより、活動の活発化を図る。

事業の 全体の利用状況はおおむね横ばいだが、夜間
に定期的に利用する団体が登録されたことに
より、夜間の利用率が若干向上した。

効　果

２２年度

福祉保健活動拠点の運営
１　旭区福祉保健活動拠点“ぱれっと旭”の運営

11人

10

8
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円

円

円

円

　
（単位：円）

円
円
円
円

1．平成23年度福祉保健
活動拠点事業報告

各議案は原案のと
おり承認された。

2月14日

委員５人

 出   席

（木）

３．平成２５年度ボラン
ティア事業について(案)

  開催場所 議　　　題

合　　　　　　　　計 2,729,000

5,000
563,000

あさひふれあい助成金へ 2,166,000

要
援
護
世
帯

ルフ大会を開催した。

548,000

小　　　計 277人
15,000

一人暮らし高齢者 2,000274人
寝たきり高齢者 3人

委員６人

ぱれっと旭

４．拠点印刷機の印刷代
精算方法変更について

1．善意銀行寄託金品の
配分について

２．平成２４年度ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ
ｾﾝﾀｰ事業中間報告

１）　地域福祉活動財源の確保

　第6種（ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ）　 ７1   （７2）　第1種（施設）　　 ７7（７６）

　第2種（民協）　　 ２０（２０）

配分対象 対象数

10,986,561 1,505,026 2,601,000

　第3種（社協）　　 １９（１９）

　第4種（自治会）　 １９（１９）

　第8種（行政）　　　　４ （　４）

　第9種（学識）　　　　１ （　１）

法人運営

　第5種（当事者）　  ４0（４1）

　第7種（福祉団体）　２5  （２8）

    合　    　計　　　  ２76（２80）

【会員数】　平成25年３月末現在　　　※（　）内は２4年３月末の値

１　区社協の基盤整備の推進

繰　越　金

　　　○福祉保健活動拠点運営委員会

（単位：円）

募金実績額

事務費 180,816
翌年度地域福祉事業引当金 4,848,610

7,396,794（４）年末たすけあい募金

（１）賛助会費の募集の推進総額

1,505,026

配分額 2,601,000

寄託総額

○寄託・配分状況

5,310,090

（３）善意銀行の運営

（２）福祉基金の積立基金総額 74,590,000

配 分 残 額寄託件数 寄 託 金 額 配 分 金 額

配分額

9,890,587

配分額 2,729,000

５２件

配分単価

 開催月日

各議案は原案のと
おり承認された。

（水）

２．平成23年度ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱｾ
ﾝﾀｰ事業報告

6月27日 ぱれっと旭
結　　　果

３．善意銀行寄託品の配
分について

開催日：５月７日（月）　　場所：戸塚カントリー倶楽部　　　参加者数：９９人

（５）旭区チャリティーゴルフ大会の開催
地域福祉活動のさらなる充実のため、活動資金を確保することを目的としてチャリティーゴ
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３．ぱれぱれフェスタ開催結果について（報告）

７．表彰要綱の改正について

(月)       ３人

 ３）評議員会の開催(開催場所：ぱれっと旭）

２）監査会の開催(開催場所：ぱれっと旭）

１．平成2３年度事業・決算・財産等の監査 監事 監査の結果、適正
と報告された。

5月14日

監事

４．理事・評議員・各種委員会委員の改選に向けた日程ついて(報告)

開催月日 内　　　　　容 出席 結　　　果

５．会員の入会について

各議案は原案
どおり承認さ
れた。

７．平成２５年度旭区チャリティーゴルフ大会について（報告）

各議案は原案
どおり承認さ
れた。

１．平成２４年度収支予算の補正（案）について 理事

5．第2回きらっとあさひ福祉大会について（報告）

５．201３年「心のバリアフリーカレンダー」及び

３．会員入会について

1月28日

各議案は原案
どおり承認さ
れた。

　　９人

監事

6．会員退会について（報告）

　　3人

３．平成２５年度事業計画（案）について

　　９人

7．移動情報センター窓口開設について（報告）

(水)

3月25日 １．役員改選に伴う評議員候補者並びに各種委員の同意について 理事

　　２人

４．移動情報センター窓口開設に向けての推進状況について（報
告）

　　１人

(月) ２．平成２４年度収支予算の補正（案）について

４．平成２５年度収入・支出予算（案）について

９．平成２５年度あさひふれあい助成金説明会日程について(報告)

(月) ２．平成２５年度事業取組（案）について

8．窓口満足度調査アンケート結果について（報告）

３．会員退会について（報告） 監事

３．移動情報センター受託について

４．平成２４年度収支予算の補正（案）について

８．市民後見人養成の最新動向について（報告）

１．第２回きらっとあさひ福祉大会について

５．送迎サービス利用料金の改定について

６．第２回きらっとあさひ福祉大会について

１０．心のバアリアフリーカレンダーの応募作品について（報告）

　　２人

　　作品展について（報告）

理事

7月24日 １．第２回きらっとあさひ福祉大会について 理事

２．あさひふれあい助成金の配分結果について（報告）(火) 　１０人

２．理事・評議員・各種委員会委員の改選について 　　８人

 議　　　　題 出席

各議案は原案
どおり承認さ
れた。

(月)

５．旭区地域福祉保健計画の推進状況について（報告）

9月24日 １．評議員候補者の同意について

　　１人

７．市民後見人養成の最新動向について（報告）

６．移動情報センター受託に向けての推進状況について（報告）

４．学齢障害児余暇支援事業「かりぁーず」について（報告）

　10人

監事

２．部会、分科会及び委員会等設置規定の一部改正について

理事

6．会員退会について（報告）

９．各種講座・講演会の開催予定について（報告）

11月28日

監事

３．平成２４年度収支予算の補正（案）について 監事

６．第１回きらっとあさひ福祉大会について（報告）

5月21日 １．評議員候補者の同意について

　　情報の公開に関する規定施行規則の一部改正について

　　２人４．本会の保有する個人情報の保護に関する規定及び

１）理事会の開催(開催場所：ぱれっと旭）

理事

結　　　果

(月)

各議案は原案
どおり承認さ
れた。

各議案は原案
どおり承認さ
れた。

２、平成２３年度事業報告並びに収支決算について

５．会員の種別変更について

開催月日

　　９人

２　理事会・評議員会・分科会・委員会の開催
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１．理事欠員に伴う候補者の選出について

２．平成２３年度事業報告並びに収支決算について

報告事項

○地域福祉関係団体部会　開催場所：ぱれっと旭

１．区社協理事・評議員及び各種委員候補者の選出について

○専門機関部会　開催場所：ぱれっと旭

１．正副部会長の選出について

１．平成23年度区社協事業報告について

２．平成24年度区社協事業計画について

３．施設分科会24年度事業について

４．会員向け研修内容(案)について

５．施設体験学習の進捗状況について

６．災害時の対応と施設間連携について

　　情報の公開に関する規定施行規則の一部改正について

４．本会の保有する個人情報の保護に関する規定及び

各議案は原案
どおり承認さ
れた。

６．第２回きらっとあさひ福祉大会について

７．表彰要綱の改正について

各議案は原案
どおり承認さ
れた。

評議員

３．平成２４年度収支予算の補正（案）について

評議員

　　１６人

会長

報告事項

結　　　果

評議員

(水)

各議案は原案
どおり承認さ
れた。３．平成２５年度事業計画（案）について

議　　　　　　　　　題 出席 結　　　果

3月26日 １．理事・監事候補者の選任について 評議員

４．平成２５年度収入・支出予算（案）について

会長

(火) ２．平成２４年度収支予算の補正（案）について 　　17人

(木) ２．平成２５年度事業取組（案）について 　　１５人

報告事項 会長

1月31日 １．平成２４年度収支予算の補正（案）について

報告事項

３．移動情報センター受託について

４．平成２４年度収支予算の補正（案）について

５．送迎サービス利用料金の改定について

　　１６人

出席

各議案は原案
どおり承認さ
れた。

5月23日

(月) ２．部会、分科会及び委員会等設置規定の一部改正について

9月24日 １．評議員候補者の同意について

会長

開催月日 議　　　　　　　　　題

 ４）各種部会・分科会・委員会の開催

各議案は原案
どおり承認さ
れた。

(木) 情報提供・情報交換

9月20日

２．移動情報センター　相談対応の状況について

情報提供・情報交換

開催月日

開催月日 議　　　　　　　　　題 出席

６人

開催月日 議　　　　　　　　　題 出席 結　　　果

結　　　果

3月15日 １．区社協理事・評議員・監事・各種委員候補者の選出について

９人

各議案は原案
どおり承認さ
れた。

(金)

3月7日

３人

各議案は原案
どおり承認さ
れた。

(木) ２．理事・評議員・監事・各種委員候補者の選出について

３．防災の動きと取組みについて

6月27日
(水)

1９人

○施設分科会 　開催場所：ぱれっと旭
  開 催 月 日 　議　　　　　　　　       　　　　題 出席
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１．理事・評議員、各種委員候補者の推薦について
２．施設分科会「職場のストレスマネジメント」研修のご報告および平成25年度の

３．平成24年度　救命救急法講習会について

４．平成24年度　「Let's try ぼらんてぃあ」の報告および平成25年度の開催について

５．平成25年度{一般区民向け　ボランティア活動体験」の開催について

６．平成24年度「施設担当者向けボランティア受け入れ講座」の報告および

７．第2回　きらっとあさひ福祉大会(ご報告)

８．意見交換
９．その他　　善意銀行電動車いすの寄付について

１．「ぱれぱれフェスタ」開催について

２．「かりぁーず」ボランティア募集について

１．平成２３年度生活福祉資金借受世帯援助記録票整備状況報告の提出依頼

　　について

２．第２回きらっとあさひ福祉大会実行委員の選出について

１．共同募金（街頭募金）の日程・資材について

２．平成24年度生活福祉資金民生委員活動費の交付について

１．生活福祉資金借受世帯状況の把握について

２．平成24年度「年末たすけあい募金」配分対象者の調査について

４．共同募金「街頭募金」へのご協力について（報告）

１．2012年「心のバリアフリーカレンダー」の配布について

１．平成24年度「年末たすけあい募金」個別配分について

３．生活福祉資金新任民生委員研修会について

１．区社協理事・評議員・各種委員候補者の推薦について

１．平成25年度旭区チャリティーゴルフ大会の開催について

１．評議員欠員に伴う候補者の選出について

２．平成２４年度役員研修について

３．第２回きらっとあさひ福祉大会について

４．平成２３年度事業報告・決算および平成２４年度事業計画・予算について

５．旭区地域福祉保健計画の推進について

３．地区社協役員研修会開催結果について

４．共同募金協力依頼について

５．健康福祉局・行政が保有する災害時要援護者の個人情報提供にかかる条例整備

5月17日（木）

２０人

12月13日（木）

４０人
２．平成24年度生活福祉資金民生委員活動費（追加分）の交付について

２．第４回旭区災害ボランティアシミュレーションの開催について

７．障害児余暇支援事業「かりぁーず」について

２０人

２０人

6月14日（木）

9月13日（木）

11月15日（木）

7月12日（木）

○民生委員児童委員分科会（区民生委員児童委員協議会へお諮りしました）

２月26日
(火)

2月14日（木）

5月24日

（木）

  開 催 月 日

２．「かりぁーず」実行委員の選出について

１．生活福祉資金貸付事業における民生委員の事務取扱について

事業の
効　果

生活福祉資金をはじめとする各種事業における民生委員への周知・依頼・情報提供等を定期的に行うこ
とで、事業の円滑な実施をはかることができた。

出席　議　　　　　　　　       　　　　題

１５人

開催について

平成25年度の開催について

事業の
効　果

　施設間の連携・情報交換の場として、分科会を2回開催。また、「ストレスマネジメント研修会」も開
催し、旭区内の施設としての結びつきを深める場とした。

出席

２．旭区社会福祉功労者の推薦について

9月27日

（木）

１７人

１．第２回きらっとあさひ福祉大会について

６．第９回ぱれぱれフェスタについて

２０人

10月11日（木）

２０人

３． 災害ボランティア連絡会公開講座の開催について

 に伴うパブリックコメント（意見募集）について

3月14日（木）

１９人

○地区社協分科会　開催場所：ぱれっと旭
  開 催 月 日 議                    　　　　　題

２０人

４０人

２０人

      （アンケート依頼）
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２．2013 年「心のバリアフリーカレンダー」及び作品展について

３．県・市社会福祉大会表彰受章者について

４．市社協賀詞交歓会について

４．賛助会費について（24年度実績報告・25年度資材ｱﾝｹｰﾄ他）

５．平成２５年度地区社協会長会の持ち方について

６．平成２５年度あさひふれあい助成金説明会について

１．平成２５年度地区社協関連の助成金について

２．賛助会費に関する今後の協議について

３．平成２５年度地区社協役員研修会について

４．地区社協の総会の日程について
５．第２回きらっとあさひ福祉大会について（報告）

６．旭区チャリティゴフル大会の開催について

１．平成２3年度事業報告・決算報告について

２．平成２4年度事業計画・予算について

３．ぱれぱれフェスタについて

４．移動情報センター改札について

1．任期満了伴う次期理事候補者の推薦について
2．2013年バリアフリーカレンダーについて

1．次期部会長・副部会長の選任について

２．任期満了に伴う次期理事・評議員・各種委員候補者の推薦について

１．平成23年度区社協事業報告及び決算について

２．平成24年度区社協事業計画及び予算について

３．第2回きらっとあさひ福祉大会の実行委員の選出について

４．ボランティアセンターからの報告

１．次期分科会長・副分科会長の選任について

２．次期区社協理事・評議員、各種委員候補者の推薦について

３．平成25年度の活動について

４．平成24年度ボランティアセンター中間報告および平成25年度事業予定

５．平成25年度あさひふれあい助成金について

６．第２回きらっとあさひ福祉大会について

７．平成２５年度各種ボランティア保険について

テーマ：「知っておきたい介護保険の話」

講師：旭ケアマネット　代表　佐藤孔一氏、　副代表　洪正順氏

内容：旭区内で活動中の現役のケアマネジャーから、介護保険制度や、支援に

おける困難事例をどのように課題解決したか等、具体的な事例を伺った。

※その他　ボランティア連絡会定例会でニーズ依頼や拠点関係について説明（毎月）

事業の
効　果

分科会では、各議題について報告し、意見交換を行った。研修会では、旭区での取り組みを学び、地域
の中での支え合いが大切であることをボランティアの立場で改めて確認できた。

37人

34人
（火）

研修会

3月5日

    議                    　　　　　題 出席開催月日

6月21日

8月21日

○当事者団体分科会　開催場所：ぱれっと旭

（木）

3月5日

（火）

○ボランティア分科会・研修会　開催場所：ぱれっと旭

2月8日

（火）

2月12日

事業の
効　果

地区社協活動における方針決定や情報交換・連絡調整の場として、定例開催することにより、円滑に事
業を進めることができた。

（金）

開催月日     議                    　　　　　題 出席

１７人

１８人
（木）

事業の
効　果

障がい当事者団体間の連携を深め、情報交換を行う場とし、各団体が今後の活動を行う上での結びつき
を深めることが出来た。

８人

８人
（火）

11月22日

1月24日

 （木）

１６人

3月28日

 （木）

１．第２回きらっとあさひ福祉大会について

１．次期分科会長・副分科会長の選出について

２．区社協理事・評議員・各種委員候補者の推薦について

３．広報委員の推薦について

58人

４人
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１．平成２３年度事業報告・決算について

２．平成２４年度事業計画・予算について

３．情報交換

４．その他

１．次期分科会長・副分科会長の選任について

２．次期区社協理事・評議員・各種委員候補者の推薦について

３．第２回きらっとあさひ福祉大会について

４．平成２５年度あさひふれあい助成金について

５．窓口満足度調査アンケート結果について

６．情報交換

① 旭区舞踊協会 ○

○場所  旭公会堂

○内容  チャリティ発表会　　

② ○日時  ６月９日（日）

○内容  チャリティイベント　

③ 旭ジャズまつり実行委員会 ○日時  ７月２９（日）１２時～２１時

旭区文化振興会 ○場所  横浜市子ども自然公園　野球場

○内容  チャリティジャズ演奏　

④ ○日時  １１月１８（日）

○場所  ひかりが丘地域ケアプラザ

○内容  模擬店、紹介展示、相談コーナー等

⑤ 一般社団法人 ○日時 ２月１６日（土）

コスモ成年後見ｻﾎﾟｰﾄｾﾝﾀｰ ○場所  ぱれっと旭　多目的研修室

○内容  講演会

○平成２２年度：後援７件・共催２件

5月１３日（日）１０時～１６時３０分

○平成２３年度：後援５件・共催３件

○平成２４年度：後援５件・共催３件

３　団体事務局の運営

◇旭区更生保護協会
◇日本赤十字社神奈川県支部横浜市地区本部旭区地区委員会

　　　次の各団体の事務局の運営を進めた。
◇神奈川県共同募金会旭区支会 ◇旭保護司会
◇旭区更生保護女性会 ◇旭区遺族会

後 援 第２３回２０１２

成年後見制度「わかり
やすい利用の仕方」

旭ジャズまつり

旭区役所地域振興課

後 援 市民公開講座

ひかり福祉フェスタ 実行委員会

後 援 第１０回 ひかり福祉フェスタ

後 援 全建総連神奈川土建
第３５回住宅デー

神奈川土建一般労働組合
横浜西支部

チャリティ発表会

２２年度

後 援 第２３回旭区舞踊協会

受付件数 ２３件

内訳

日赤社資６件、共同募金１
１件、賛助会費３件、生活
福祉資金１件、助成金１
件、その他２件

6）共催・後援活動
項 目 事　業　名

6月11日
（月）

２４年度

１５人

２３年度

５）苦情解決への対応

事業の
効　果

福祉関係団体と福祉団体が合同で開催することにより、団体相互の交流や情報交換の機会となった。

２月７日
（木）

９人

内　　　　　　容

１０件 ６件

日赤社資１件、共同募金５件、賛
助会費３件、その他１件

共同募金３件、賛助会費１件、広
報紙１件、その他１件

主  催  者

○福祉関係団体・福祉団体分科会　開催場所：ぱれっと旭
開催月日     議                    　　　　　題 出席

○場所  中希望が丘くすのき公園・都岡町内会
館・ さちが丘自治会館
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○金品寄付一覧

≪社会福祉のために≫

(金額単位：円）

総額 1,505,026

№ 月日 寄託者名 金  額

1 4月11日 送迎ボランティア　鈴の会 50,000¥            

2 5月11日 匿名 1,000¥              

3 5月15日 旭区舞踊協会 78,260¥            

4 5月22日 荻窪　邦昭 10,000¥            

5 5月23日 戸井田　進 20,000¥            

6 5月25日 匿名 100¥                 

7 5月23日 加藤　英子、大髙　智佐子、丹野　康祐、今野　豊、上杉　正子 11,600¥            

8 5月28日 あさひ茶花道協会 23,834¥            

9 6月11日 神奈川土建一般労働組合　横浜西支部二俣川分会 2,300¥              

10 6月20日 田邉　敏 121,979¥          

11 6月19日 旭区チャリティーゴルフ大会実行委員会 297,840¥          

12 6月23日 匿名 200,000¥          

13 5月23日 内田　忠夫 2,599¥              

14 7月15日 ロータス 7,450¥              

15 7月18日 旭区ボランティア連絡会 10,000¥            

16 8月8日 匿名 1,000¥              

17 8月1日 餅田　倫子 4,500¥              

18 8月24日 本宿中学校川島西町内会生徒一同 20,000¥            

19 9月24日 武田　光子 20,000¥            

20 9月26日 内田　忠夫 3,432¥              

21 10月22日 荻窪　邦昭 10,000¥            

22 10月26日 保土ヶ谷青色申告会旭事務所 15,000¥            

23 11月12日 （公社）神奈川県LPガス協会横浜旭保土ヶ谷支部 30,000¥            

24 11月21日 旭区ボランティア連絡会 10,000¥            

25 11月29日 ヘアーメイクファンジョン 72,000¥            

26 11月30日 都岡町内会　チャリティーもちつき大会 27,250¥            

27 12月7日 匿名 100,000¥          

28 12月11日 荻窪　邦昭 10,000¥            

29 12月14日 小西　きくえ 5,000¥              

30 12月19日 塚本　賀津子 900¥                 

31 12月19日 株式会社横浜総合プラン 100,000¥          

32 12月25日 亀の甲山テニスクラブ 20,000¥            

33 12月27日 鶴ヶ峰本町婦人部 5,000¥              

34 12月27日 官　文弘 10,000¥            

35 12月27日 旭区役所仕事納め実行委員会 25,295¥            

36 12月21日 伊藤　志壽江 22,000¥            

平成２４年度　善意銀行寄託者一覧

22



○金品寄付一覧

≪社会福祉のために≫

(金額単位：円）

№ 月日 寄託者名 金  額

37 2月8日 鶴ヶ峰地区子ども会育成連絡協議会 8,581¥              

38 2月20日 内田　忠夫 2,521¥              

39 2月20日 ロータス 5,500¥              

40 2月22日 小笠原　富久子 1,000¥              

41 2月22日 匿名 2,120¥              

42 2月25日 匿名 3,010¥              

43 2月27日 グループかもめ 3,000¥              

44 2月27日 塚本　賀津子 2,599¥              

45 2月27日 石井　きく 201¥                 

46 3月5日 旭区女性団体連絡協議会 50,000¥            

47 3月12日 匿名 1,000¥              

48 3月14日 匿名 50,000¥            

49 3月15日 手話サークルF 5,000¥              

50 3月22日 松永　立子 10,000¥            

51 3月26日 あみあみクラブ 1,615¥              

52 3月26日 川井交釉会 10,540¥            

平成２４年度　善意銀行寄託者一覧
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○物品寄付一覧

№ 月　日 寄託者名 物品名

1 4月9日 神奈川県理容生活衛生同業組合旭支部 理容福祉券

2 4月10日 目黒　サキ プルタブ、エコキャップ

3 4月12日 匿名 プルタブ、エコキャップ

4 4月12日 特別養護老人ホーム旭ホーム エコキャップ

5 4月18日 匿名 エコキャップ

6 4月18日 みどり友の会 プルタブ

7 4月18日 長谷川　謙治 使用済み切手

8 4月18日 平田　真義 プルタブ

9 4月23日 奈良　千佳子 使用済み切手

10 4月24日 目黒　サキ プルタブ

11 4月25日 浦本　美也子 プルタブ

12 4月25日 外川　美樹 しおり

13 4月25日 横浜旭ロータリークラブ エコキャップ

14 4月27日 匿名 エコキャップ

15 4月27日 匿名 エコキャップ

16 4月27日 旭区子育て広場「ぽけっと」 エコキャップ

17 5月8日 神奈川県理容生活衛生同業組合旭支部 理容福祉券

18 5月8日 平本　成子 エコキャップ、プルタブ

19 5月13日 匿名 エコキャップ、プルタブ、使用済み切手

20 5月14日 増田　章子 エコキャップ

21 5月14日 大鹿　晴美 エコキャップ

22 5月19日 外川　美樹 手芸の花

23 5月21日 外川　美樹 アレンジメント造花

24 5月24日 株式会社　トーケン 使用済み切手

25 5月24日 渡辺　一茂 エコキャップ

26 5月25日 匿名 未使用テレフォンカード、使用済みカード

27 5月29日 水道局旭・瀬谷地域サービスセンター 使用済み切手

28 5月29日 井上　敏明 エコキャップ

29 6月4日 宮地　美奈子 エコキャップ

30 6月4日 匿名 エコキャップ

31 6月5日 神奈川県理容生活衛生同業組合旭支部 理容福祉券

32 6月9日 目黒　サキ エコキャップ、プルタブ

33 6月11日 旭区ボランティア連絡会 使用済みカード

34 6月11日 YKT株式会社 ガムテープの芯

35 6月14日 匿名 エコキャップ

36 6月15日 匿名 使用済み切手

37 6月20日 みどり友の会 エコキャップ、プルタブ

38 6月20日 匿名 エコキャップ

39 6月21日 はなみずきの会 プルタブ

40 6月25日 匿名 エコキャップ、プルタブ
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○物品寄付一覧

№ 月　日 寄託者名 物品名

41 6月25日 旭ジャズまつり実行委員会 旭ジャズまつりチケット50枚

42 7月3日 櫻井　美代子 エコキャップ

43 7月4日 森　義広 エコキャップ、プルタブ

44 7月7日 みどり友の会 エコキャップ

45 7月11日 目黒　サキ エコキャップ、プルタブ

46 7月13日 匿名 エコキャップ

47 7月18日 みどり友の会 エコキャップ

48 7月18日 横浜旭ロータリークラブ エコキャップ

49 7月20日 前野　佳子 エコキャップ

50 7月21日 林　正男 エコキャップ、プルタブ

51 7月23日 横浜市左近山地域ケアプラザ エコキャップ

52 7月24日 匿名 エコキャップ、プルタブ

53 7月25日 特別養護老人ホーム旭ホーム エコキャップ

54 8月7日 匿名 使用済み切手

55 8月7日 神奈川県理容生活衛生同業組合旭支部 福祉理容券

56 8月8日 渡邊　富次 使用済み切手

57 8月21日 目黒　サキ プルトップ、エコキャップ

58 8月22日 旭区子育て広場「ぽけっと」 エコキャップ

59 8月22日 匿名 使用済み切手

60 8月24日 匿名 エコキャップ

61 8月24日 匿名 プルタブ

62 8月27日 平本　成子 エコキャップ

63 8月28日 櫻井　美代子 プルタブ、使用済み切手

64 8月28日 左近山地域ケアプラザ エコキャップ

65 8月30日 株式会社　横浜銀行　鶴ヶ峯支店 エコキャップ

66 8月31日 特別養護老人ホーム旭ホーム エコキャップ、使用済み切手、プルタブ

67 9月4日 神奈川県理容生活衛生同業組合旭支部 理容福祉券

68 9月5日 森　靜佳 エコキャップ

69 9月5日 宮地　美奈子 使用済み切手

70 9月7日 ひばりが丘自治会 プルタブ

71 9月10日 堀澤　寛 エコキャップ

72 9月10日 都岡町内会環境部 エコキャップ、プルタブ

73 9月10日 浅井鍼灸整骨院 子供用車いす

74 9月11日 たすけあいあさひ プルタブ

75 9月12日 下川井町内会 プルタブ

76 9月19日 みどり友の会 プルタブ、エコキャップ

77 9月20日 たすけあいあさひ エコキャップ

78 9月20日 二階堂　ケイ プルタブ

79 9月22日 目黒　サキ プルタブ、エコキャップ

80 9月23日 匿名 エコキャップ
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○物品寄付一覧

№ 月　日 寄託者名 物品名

81 9月25日 匿名 エコキャップ

82 9月30日 星野　貢 使用済み切手

83 10月1日 匿名 エコキャップ

84 10 月2日 櫻井　美代子 エコキャップ

85 10 月2日 匿名 使用済み切手

86 10 月３日 山名　勇 エコキャップ

87 10月3日 匿名 エコキャップ

88 10月4日 三浦　秀夫 点字プリンター

89 10月4日 左近山地域ケアプラザ エコキャップ

90 10月4日 （有）早乙女ガラス・サッシ エコキャップ

91 10月9日 老人ホーム弥生苑 エコキャップ

92 10月9日 匿名 エコキャップ

93 10月11日 神奈川県理容生活衛生同業組合旭支部 理容福祉券

94 10月12日 匿名 エコキャップ

95 10月15日 神奈川県理容生活衛生同業組合旭支部 福祉理容券

96 10月17日 匿名 プルタブ

97 10月17日 匿名 エコキャップ

98 10月19日 森　静佳 エコキャップ

99 10月19日 匿名 使用済み切手）

100 10月20日 目黒　サキ プルタブ、エコキャップ

101 10月23日 匿名 エコキャップ

102 10月24日 溝口　真実子 エコキャップ

103 10月24日 旭中央つぶらの会 エコキャップ

104 10月25日 前野　佳子 エコキャップ

105 10月28日 さちが丘地区ジュニアボランティア エコキャップ

106 10月27日 グループ折鶴 老眼鏡

107 10月30日 あさひ茶花道協会 使用済みテレカ、切手、エコキャップ、プルタブ

108 10月31日 平本　成子 プルトップ、エコキャップ、使用済み切手

109 11月5日 匿名 エコキャップ

110 11月7日 匿名 エコキャップ

111 10月29日 横浜農業組合 車椅子1台

112 11月10日 匿名 プルタブ

113 11月12日 神奈川県理容生活衛生同業組合旭支部 理容福祉券

114 11月13日 大越　由美子 エコキャップ、プルタブ

115 11月14日 PCどりーむ エコキャップ

116 11月15日 左近山地域ケアプラザ エコキャップ

117 11月19日 宮地　美奈子 プルタブ

118 11月20日 目黒　サキ プルタブ、エコキャップ

119 11月25日 匿名 使用済み切手、ぷりぺーどカード、ベルマーク

120 12月3日 旭区子育て広場「ぽけっと」 エコキャップ
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○物品寄付一覧

№ 月　日 寄託者名 物品名

121 12月4日 神奈川県理容生活衛生同業組合旭支部 理容福祉券

122 12月4日 中原　通 使用済み切手

123 12月5日 大越　由美子 プルタブ

124 12月8日 平本　成子 プルタブ

125 12月11日 櫻井　美代子 エコキャップ、使用済み切手

126 12月12日 匿名 エコキャップ

127 12月13日 PCどりーむ エコキャップ

128 12月14日 匿名 エコキャップ

129 12月10日 特別養護老人ホーム旭ホーム プルタブ、エコキャップ

130 12月19日 みどり友の会 プルタブ、エコキャップ

131 12月19日 匿名 プルタブ、エコキャップ

132 12月19日 匿名 白杖

133 12月20日 宮地　美奈子 エコキャップ

134 12月20日 希望が丘東地区社会福祉協議会 使用済み切手

135 12月25日 今宿東町内会 エコキャップ、使用済み切手

136 12月25日 目黒　サキ エコキャップ、プルタブ

137 12月27日 鶴ヶ峰本町婦人部 使用済み切手、使用済みカード

138 12月27日 深瀬　千代子 プルタブ、エコキャップ

139 1月9日 もみの木作業所 プルタブ

140 1月16日 PCどりーむ エコキャップ

141 1月17日 神奈川県理容生活衛生同業組合旭支部 福祉理容券

142 1月17日 神奈川県理容生活衛生同業組合旭支部 福祉理容券

143 1月17日 匿名 プルタブ

144 1月14日 明るい社会づくり運動旭区協議会 リクライニング車椅子、ストッパー付き車いす

145 1月22日 星野　貢 古切手

146 1月24日 目黒　サキ エコキャップ、プルタブ

147 1月28日 長谷川　謙治 古切手

148 1月28日 障害者地域活動ホームあさひ エコキャップ

149 1月31日 鶴ヶ峰保育園 エコキャップ

150 2月5日 匿名 エコキャップ

151 2月8日 匿名 エコキャップ

152 2月9日 林　正男 エコキャップ

153 2月12日 平田　真義 プルタブ、エコキャップ

154 2月12日 吉田　孝夫 プルタブ

155 2月14日 浅井鍼灸整骨院 電動車いす

156 2月18日 匿名 エコキャップ、古切手

157 2月18日 匿名 エコキャップ、プルタブ

158 2月20日 みどり友の会 エコキャップ

159 2月20日 匿名 エコキャップ

○物品寄付一覧
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№ 月　日 寄託者名 物品名

160 2月22日 神奈川県理容生活衛生同業組合旭支部 理容福祉券

161 2月25日 森　靜佳 エコキャップ

162 2月26日 匿名 エコキャップ

163 2月26日 目黒　サキ プルタブ、エコキャップ

164 3月1日 匿名 エコキャップ

165 3月4日 森　靜佳 エコキャップ

166 3月5日 林　正男 エコキャップ

167 3月9日 神奈川県理容生活衛生同業組合旭支部 理容福祉券

168 3月12日 左近山地域ケアプラザ エコキャップ

169 3月12日 平本　成子 プルタブ、エコキャップ

170 3月13日 平田　真義 エコキャップ

171 3月14日 下川井町内会 プルタブ

172 3月19日 匿名 ちぎり絵和紙、本、新品メモ、ハガキ

173 3月19日 匿名 50円ハガキ（120枚）

174 3月22日 匿名 古切手

175 3月25日 目黒　サキ エコキャップ、プルタブ

176 3月25日 匿名 プルタブ

177 3月25日 池田　宏史 台車

178 3月28日 深瀬　千代子 エコキャップ、プルタブ
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○金品配分先一覧

範囲 （金額単位：円）

2,501,000                        

№ 配　分　先 金　　　額

1 万騎が原支え合いﾈｯﾄﾜｰｸかけはしネット 50,000

2 みなまき子ども文庫 50,000

3 遊育ボランティアグループ　てとてと 30,000

4 読み聞かせｸﾞﾙｰﾌﾟ　ももいろタンポポ 50,000

5 ライトセンター大正琴クラブ 50,000

6 若葉台中央学童保育所 50,000

7 若葉台プレイパーク活動運営委員会 50,000

8 わくわく座 50,000

9 ライトセンターハーモニカクラブ 30,000

10 区社協　おでかけ支援事業 122,000

11 区社協　福祉教育事業 264,000

12 区社協　バリアフリー事業 511,000

13 障害者ｻﾎﾟｰﾄ事業（かりぁーず） 144,000

14 旭区幼保小教育交流事業 50,000

15 区社協　福祉基金積立 1,000,000

○物品配分先一覧

物品名 配分先

理容券 区内在住身障手帳等交付されている方

使用済み切手 鎌倉清和学園

プルタブ 地域活動ホームあさひ

ガムテープの芯 地域活動ホームふたまたがわ

車いす 特別養護老人ホームヴィラ桜

車いす 介護老人保健施設ほほえみの郷横浜

電動車いす 白根学園しらねの里

エコキャップ NPO法人　共に歩む

　　　　　　　　　合　　計
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(1)管 理運営

(2)各 種分科会 ・委員会

(3)広 報啓発事業

(4)企 画調査

(5)生 活福祉資金貸付等事務
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3,797,200

8,171,932

268,080

314,226

Z  ゝ845,383

0

0

0

0

9,922,517 9,077,134

0

0

法人運営経費、理事会 ・評議員会経費、職員旅費、慶弔費、各種会費 ・負担全

各種分科会の運営費 ・活動費、地区社協会長会開催経費

ホームベージ管理費、広報紙発行関係経費

地域情報等調査経費、地域福ねL活動推進費

生活福祉資金貸付等に伴 う民生委員への実費弁償、事務経費、非常勤職員雇用費

178,114

3,797,200

2ボ ランティアセンター事業 675.20( 660,200 396,456 263,744 2461604 510,348

センター
運営事業

福祉教育事業

251,2011

424,00C

236,200

424,000

144,609

251,847

91,591

172,153

246,604

0

338,

172,

1 福祉保健活動拠点運営委員会 ・災害ボランティア連絡会関係経費

夏休み施設体験学習経費、受入施設への訪ヰL金

!地 区社協活動支援事業 1,148,000 1,026,958 1,026,958 0 地区社協への助成金 (市社協助成分)事 務局員会議、研修経費

4桁 祉 保 健 活 動 拠 点運 営 14,289,00C 14.213.270 13,992.765 220,505 54,084 274.589

(1)拠点通常

( 2 )ホランティァ活動車躍

11,653,0011

2,636,0011

12,072,914 11,852,409

2,140,356

220,505

0

54,084

0

ばれっと旭の運営費 (常勤 ・非常勤職員雇用費)、 維持管理経費 (光熱水費・清掃等委託費他)

ボランティア相談窓日運営費、ボランティア講座経費2,140,35C 0

5)(同 募金配分事業 14,544,00( 13,121,27C 10,164,907 2,9561369 4,257,23〔 7,213,607

(1)一般禁企配分革k

(2)年末たすけあぃ丙d分車業

(3)声すけあい福れた資企

9,882,000 10,091,460 71135,09 2,956.369 4,257,238 7,213,607 福祉保健活動への助成金 (公募分)、 地区社協助成金、低所得者援譲費

4,462,000 2,909,816 2,909,816 0 0 年末たすけあい事業助成金 (申請方式)

200,000 120,000 120,000 0 0 罹災音援護金 (火事,水 害など)

6静 言銀行通常 2,000,00( 1,505,026 2,601,00( △ 1,095,974 10,986,561 9,890,587 寄付金の受付

7送 迎サー ビス事業 5.451.00( 5,641,4011 5,313,206 328,194 1,649.65〔 1,977,85

(1)お でかけ支援事業

(2)外 出支援サービス事業費

733,000 844,000

417971400

644.92 199,07 1,039,06,

61(),馬91

1,238,140

731)1712

旭区外出支援事業経費 (障害者支援,距 離に(kる利用者負担)

撤lll市外||lt撰中米経費 (露支標 ・要介静 許 ・雛病忠キ支lA■,PF離 による和1用者負れ)4,718,000 4,668,279

8子 育て支援事業 1,588,00〔 1,557,894 1,557,894 r々 r巾 | | ′ ′ノ、,単 イIt(‖ ‖物m負 甲||1費・り // 崩 |ば,)
9権 和1擁護 事 業 419,000 415,480
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監 事 監 査 報 告 書

平成25笙 5電 14日

社会福祉法人

横浜市旭区社会福祉協議会

会 長   池 日 宏 史 様

り揚 ⑭

社会福祉法人横浜市旭区社会福祉協議会の、平成24年 4月 lE竜 ら`平成25年

3月 31日 までの事業年度に対 して、理事の業務執行状況、経連京 見およひ財産

状況を監査 しま したので、その結果を次により報告 します。

1.監 査日時  平 成25年 5月 14日 (火)午 前10B守30劣 ～12章

2.監 査場所  旭 区鶴ヶ峰 1-6-35 ぱ れ つと旭 点 字製作至

3.監 査結果

(1)業 務執行状況

事業計画および予算に定められたところに従しヽ、活発に活蔓を行い、事務執行

も適正であった。

(2)経 理状況および財産状況

予算の執行に伴う経理の状況、並びに財産の管理状況について、関係話帳薄等

を精査 したところ、極めて適正に行つており、決算書およひ彩童目録も適正で

あつた。
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